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The Possibility of "Imagination" in Learning to Read: 

The Function of the Reader as a Learner

１．問題関心

　筆者は，読者論について主な問題関心を持って
きたが，実際の授業場面においてそれが具体的に
展開することの難しさも感じている。読者の読み
の自由さを保証すること自体に論議がある中，実
際的には「教室用読者論」として「読書会」の展
開が最も適切であると考えている。（第126回全国
大学国語教育学会・名古屋大会発表）
　しかし，実際の教室においては，読者である学
習者の読みの能力が一様ではないことも相成っ
て，読書会の展開は，読むことの上からも，話し
合うことの成立という面からも難しい。そこで共
同的な学びの中において，読者の読みをどのよう
に深めていくかについて以下のような問題関心を
設定した。

○ 読者にとって解釈が難しいような学習材におい
て，どのように学習者は読みを「そうぞう」し
ているのか。
○ それぞれが読み取るために取るべき教師の指導
上の手だてにはどのような工夫が必要か

　一読者として学習者は，学習材に向き合う中
で，読書行為として様々な機能を発揮することと
なる。そのことは，イーザーの読書行為論をはじ
め明らかにされてきているが，それは個における
実相といえる。
　今回，中学校３年生の詩教材において，その実
相を意味づけることとした。しかし，ここでは学
習材である詩について，詩教育の原理について，
また該当学習材の先行実践等に関しての検討は対

要　約

　読むことにおける重要な点は、読書による想像にある。読者論の立場において、読者の読みの能力が一
様ではない教室という空間において、どのように想像による理解を共有していくかは、学習展開上の課題
といえる。そこで本論では「そうぞう」が難しいとされる詩の学習材においてどのように学習者はその読
みを「そうぞう」しているのか、そしてそれを可能にするための手だては何かを問題関心とした。読者は
生活的概念を基盤としてコンテクストから生活的概念にひきもどしての「そうぞう」を行っていること、
詩においては個別的意味の「そうぞう」を行っていること、「そうぞう」における協働性を図る活動は内
面化や他者との能動的関わりを生み出していることなどが明らかになった。
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象としておらず，「そうぞう」という読書行為，
学習活動からの分析に限定している。また一公立
中学校での一事例を対象として検討しており，単
元の展開や指導方法論といった意味や有効性は，
本実践において明らかにできたが，一般性や普遍
性といったことへと結びつけることは課題となっ
ている。
　本論において「そうぞう」としているのは，「想
像」と「創造」は厳密には分かちがたく，一体的
にとらえることが適切であると考えるからであ
る。しかし，引用等における区分については，原
典に拠っている。

１．「そうぞう」における経験の果たす機能

　NHK朝の連続ドラマ「花子とアン」では主人
公が「想像の翼を広げて」と空想の世界を描くこ
とが描かれる。その想像は，自身の関係のある人
物，過去の経験を基として非現実な場面を生み出
している。こうした想像について ,我々は，子ど
もの想像力に感心させられることが度々である
が，ヴィゴツキーは次のように指摘している。
　
　子どもの想像力は豊かなのではなく成人に比べて乏し
いのです。すなわち子どもが発達していく過程で想像力
も発達し，成人になって初めて想像力も成熟するのです。
　まさしくこの理由から，あらゆる領域の想像活動にお
いて，真の創造的想像の産物は，既に成熟した大人の想
像がなせるものなのです。子どもが全般的に成熟してい
くのにつれて，想像力も成熟しはじめ，過渡期の年齢に
おいて，想像力の力強い高揚と空想成熟の初期的な萌芽
が結合します。想像力について記している若者たちは更
に，性的成熟と想像力の成熟との間に密接な結びつきを
指摘しています。少年少女のこの時期に子どもたちのた
くさんの経験が成熟し，総括されるということの注意す
るならば，その関連を理解することができるでしょう。
いわゆる恒常的な興味も成熟し，子どもらしい興味は急
速に縮小し，全般的な成熟と関連しながら想像力の最終

的な形と活動ができあがってきます。*1

　このように想像力においては，性的成熟に伴う
ものとしてその豊かさが結実していることを述べ
ている。このように考えると，思春期となる中学
生の想像力の可能性は発達段階のどのような位置

にあり，その可能性を踏まえると，生徒自身が自
らの解釈をひろげていく水準をどの程度にまで広
げ，学習活動を設定することができるかといった
実践上の課題も浮かび上がってくる。
　さらに同書においてヴィゴツキーはソロヴィヨ
フの言葉を引用し意味の創造について触れてい
る。

　ことばによる創造そのものは，ことばの真の意味にお
いて，性的成熟の訪れともにはじまる。たしかに個人的
体験の豊かな蓄積は必要であるし，生活経験とさまざま
な環境下での人間関係を分析する力も必要である。それ
は，ことばとして生活の事実を新たに（特別な視点から）
具象化し，複合化するためにです。低学年年齢の子ども
たちはまだそれをする力をもちあわせていないので，そ
の創造力は完全ではなく，多くの点で条件的に非常にナ

イーブな性質を持っている。*2  （下線フジイ）

　このことは，ヴィゴツキーの「生活的概念」の
「真の概念化」プロセスを彷彿させるが，生活的
概念が，単に科学的概念の導入によって新たな言
葉の意味概念を獲得するということだけではな
く，意味理解においては，生活的な経験や事実に
照らしてその意味を再創造することを意味してい
るとはいえないだろうか。
　こうした事実は，認知心理学においても指摘さ
れることと合致している。内田伸子は，経験の解体
と再建という視点から次のように述べている。*3  

　表象の素材となる経験は，その時々の状況や文脈にあ
わせて賦活され，子どもの頭の中に再現されてきます。 

再現する過程で知覚した印象は分解されて新たに統合さ
れたり，バラバラに保存されていた印象が，新しい文脈 

にうまく収まるように修正される過程が続く。
　知覚した印象を諸要素に分解し，それを修正し，次に
その修正した諸要素を連想の働きによってつなげ，統合
していく，その結果，頭の中にぼんやりとしたイメージ

が浮かんで来る。　

　経験が，引き出される中において，状況の脈略
に照らして再創造されることを「連想」という行
為が統合していくことを指摘している。子どもの
頭に再現される経験の意味付けは，「生活的概念」
に立脚しており，イメージの形成においては，む
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しろ「科学的概念」よりも大きな影響を及ぼすこ
ととなるといえる。それらを統合して新たな意味
を生み出すコトは，辞書的な意味の確定ではなく，
個別的，場面的，状況的な意味創造といえる。
　このことは，読書行為においても同様な指摘を
することができる。「読書行為論」としてのイー
ザーの理論は，こうしたことを更に意味づけてい
る。イーザーは，通常のコードでは結合不可能な
要素と要素との間にある「空所」を読者が自らの
想像力によって補完していくことを強調してい
る。テクストの意味生産行為が行われる中，同時
に既に選んだモード，あるいは自分の中にある
コード群を「否定」することによって新たな意味
を生産するコードが想像力によって生み出されて
いくという。文学テクスト独自の意味生産性を担
うのは，読者のテクストとの相互作用に基づく理
解行為の中における「保有」としての過去と「予
覚」としての未来が総合して，記号の結合を同定
していくということになる。その過去とは，経験
に依存しているのである。

２．詩における言語表現の可能性

　1920年代のロシア・フォルマリズムを継承した，
30年代のプラハ構造主義において，ムカジョフス
キーは，ビューラーの指摘した「描写」「表現」「訴
え」の三つの言語機能以外に言語記号に「美的機
能」があることを指摘している。この美的機能で
は，言語を実際の活動とは切り離し，支持された
現実との関係でなく，コンテクストに組みこまれ
ることによってその機能が発揮されることとな
る。ムカジョフスキーは次のように述べている。*4

　このこと（美的機能：フジイ注））はしかしながら，伝
達の意味表現がコンテクストの影響を全く免れるとか，
逆に詩的な意味表現が，その現実への関係から全く解き
放されているとかということを意味してはいない。ここ
で問題なのは，いわば重点の移動だといってよかろう。
それ故，詩的表現は（詩的表現そのものとして把握され
る限り）伝達の表現の真正性に当てはまる規準によって
判断することはできない。すなわち，詩的虚構は，意識
的あるいは無意識的に間違いを犯す「妄想」とは，認識

論的に全く異なっている。詩的意味表現の価値は，作品
の全体的意味構成において果たしている役割によっての
み，与えられるのである。

　彼によれば芸術作品は，「意味として機能する
物としての作品」「集団意識のうちに喚起される
意味としての美的対象」「意味されたものの所与
の環境の社会現象のコンテクスト全体」の三者か
ら構成される自律的記号であるとされる。
　これを詩という学習材に対応させてとらえてみ
るならば，「テクスト」「学習者によって意味生成
される加工されるテクスト」「読者自身の過去（広
く状況を含み込む）から導き出されるコンテクス
ト」と仮定してみる。美的機能を持つテクストと
しての詩は，読書行為によって学習者によって意
味生成されるが，そこでは，読者自身，またそれ
を取り巻く環境を含めてのコンテクストが影響す
ることによって詩というテクストは，語の意味を
ラジカルに変化させる。その典型が「比喩」とい
える。比喩は認知心理学からも，「類推という推
論の形式が比喩という修辞をつくることとなっ
た」（内田伸子）*5 と言われ，「類推」という思考
がそこに機能することがわかる。
　比喩の働きは，一般的に①意味の拡張：ことば
の意味が比喩によって変容させられる②通常とは
違った性質を強調するとされる。中でも「隠喩」
と呼ばれる比喩においては，イェルムスレウがい
うところの「コノテーション」，オグデン・リチャー
ズの「情感機能」としての働きを有している。
　一つの表現（記号）がさらに「シニフィアン」
と「シニフィエ」を持つことこそが「比喩」を支
えているといえるだろう。そうした新たな「シニ
フィエ」に意味を付与する主体こそ読者であり，
そこには，読者の想像というイメージ形成が機能
している。

３�．学習の実際：単元「詩の比喩の効果を考え心　

情を読み味わおう」(以下　及川記述による）

◆授業者　及川美幸教諭（平成23年度秋田県仙

北市立生保内中学校第３学年）

◆平成23年度秋田県教育課程説明会レポート「少
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年少女期における学習者の想像力の発達に寄り

添った詩の授業」－創造的想像力を育む言語活動

と単元の実際－

◆学習材　①資料「比喩の表現の効果を考えよう」

②新川和江「私を束ねないで」（光村３年）

③「グッとくる解釈文集」（生徒作品集）

◆学習者と学習材

　新川和江「わたしを束ねないで」を中学生の視

点なりに読み味わう活動を行えるようにするため

にはどのようにしたらよいのかを考え、単元を構

想した。

「読み味わう活動を行えるようにする」とあえて

記したのには二つの理由がある。

　一つ目は、「わたしを束ねないで」は本学習者

が解釈し読み味わうためには難航が予想される要

素があり、楽しみながら読むようにするためには、

以下の学習者が難しさを感じる要素を越えるため

の段階的な手立てと工夫が必要であろうと考えた

からである。

　二つ目は、一つの言葉が奥深さを持つ詩の表現

方法に興味を持たせるとともに詩への読書意欲を

喚起するためである。

＜学習者が難しさを感じる要素＞

①比喩が多用されていること

②比喩されていることが作者の心情と生き方への

信条など内面を描くものであること

③母、妻、娘の三者の立場を持つ大人の女性の心

情であること

④詩の意味内容の解釈の過程に多重的な思考が必

要であること

　「わたしを束ねないで」は事柄や事柄の現象を

状況や心情の比喩として羅列し、作者の「しない

で」と「なりたい」という拒否と願望の表現手段

としている。比喩されているモノや現象がイメー

ジできることに加え、それが作者の心情を表すど

のような比喩となっているのかを解釈し、それら

を連内の比喩表現と複合的に合わせて作者の伝え

たい心情を解釈するという、意味内容を多重に理

解していく思考過程が必要となる。

　比喩の解釈と心情を解釈するための思考過程が

あるがゆえに、すぐには中身を捉えづらい歯がゆ

さが「難しい、面倒だ、分からない」を生むと考

えた。これを「そんなことを言おうとしているの

か、面白い」に変えるために、個々の想像力を促

進する手立てと興味関心を持続させながら思考さ

せる過程を単元構想の際に仕組む必要があると考

えた。
　わたしを束ねないで　　　　　　　　新川和江

わたしを束ねないで

あらせいとうの花のように

白い葱のように

束ねないでください　わたしは稲穂

秋　大地が胸を焦がす

見渡すかぎりの金色の稲穂

わたしを止めないで

標本箱の昆虫のように

高原からきた絵葉書のように

止めないでください　わたしは羽撃き

こやみなく空のひろさをかいさぐっている

目には見えないつばさの音

わたしを注がないで

日常性に薄められた牛乳のように

ぬるい酒のように

注がないでください　わたしは海

夜　とほうもなく満ちてくる

苦い潮　ふちのない水

わたしを名付けないで

娘という名　妻という名

重々しい母という名でしつらえた座に

坐りきりにさせないでください　わたしは風

りんごの木と

泉のありかを知っている風

わたしを区切らないで

，や．いくつかの段落

そしておしまいに「さようなら」があったりする

手紙のようには
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こまめにけりをつけないでください　わたしは終

りのない文章

川と同じに

はてしなく流れていく　拡がっていく　一行の詩

◆単元の目標（前学習指導要領依拠））

○詩の比喩表現に関心を持ち、交流によって自己

の考えを広げたり表現の仕方を評価して、詩への

解釈を深めようとしている。（関心・意欲・態度）

○文脈の中における表現技法の効果的な使い方に

注意して読むことができる。（読むこと）

○他者の考えを聞いたり、他者の書いた解釈文を

読み比べて評価することによって内容の理解に役

立てることができる。（読むこと）

○語句の辞書的な意味と文脈上の意味との関係に

注意して読むことができる。（伝統的な言語文化

と国語の特質に関する事項）

◆主な言語活動「わたしを束ねないで」の心情を

交流を通して理解し解釈を広げて、詩全体を散文

化する。

◆単元指導計画　次頁掲示

◆学習展開の実際（部分）(下線は学習内容とし

ての設定）

①模範文　第一連解釈文の提示と書き分け視写

（本文との照合させながら教師自作の解釈文を提

示した））

　わたしをつみ取って、他のものといっしょのよ

うな扱いで、ひとくくりに束ねたりしないで。縛っ

たりしないでください。わたしは、私の生命のパ

ワーを燃やして生き続けていたいの。だから、あ

らせいとうの花束みたいに、スーパーマーケット

でテープでたやすく縛られている白い葱みたいに

束ねないでほしいんです。私は豊かに実り大地に

揺れている、稲穂のように生きていたい。私は、

秋見わたすかぎり黄金色に染め、大地や人々に豊

穣をもたらす稲穂の姿のように、生命力に満ちあ

ふれ、そしてしっかり地に足をつけ生きている稲

穂の姿のようにいたいのです。

②比喩表現と直接表現したときの違いを再度確認

＜学習内容＞・比喩表現は喩えによりいちいち説

明せず、表現に意味を内包させるため短くなる。

・読者がどんな意味かを想像する楽しみがある。

・読者によって、どんどん内容にふくらみをもた　

らす。

③解釈文の様式と方法　

○解釈文とは　　○解釈文の方法

一語／一説　に内包される内容を

読み手が　①想像（イメージ）する

　　　　　②イメージした内容を言葉にする

　　　　　③�もともとの文脈に沿って補足を加え

文章化する

ここでは特に「比喩表現」についてイメージし、

詩を散文にする

④構想　

・�連を選ぶ／・同じ連を選んだ物同士でグルーピ

ング／・イメージの交流  

交流の仕方◇「私はこの部分からこういうことを

イメージした」

・相違点は交流しなくてよい

・�フリートーク※どうしてそういう感じがするの

かという着目した言葉について（根拠・理由は

説明する）

・なるほどと思ったことはノートにメモする

⑤実作　・選んだ連の解釈文を書く活動

⑥全体解釈文を完成させる  

・個々の生徒の書いたものを集め「解釈文集」を　

印刷配布する。」

・解釈文集を読み，解釈の理由や感想を交流し合　

う。

・自分が書いた連にプラスして、仲間が書いた解　

釈文で気に入ったものをつなぎ合わせて全体の

　解釈文を作る。

＜資料として末尾に表示＞
○学習者全員の解釈文完成計の組み合わせ
○生徒作品資料　1／2／3
○A20生徒の解釈文完成形
○A19生徒の解釈文完成形
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段階 学習活動 指導上の留意点

第１次 比喩の効果を考えよう
１時間 ①モノの様子や状態を表す比喩表現から自由にイメージし、ペアで交流し合う。（恣意的 ○比喩表現と比喩されているモノを十

な解釈を防ぐため「○○というところから～と思った」とイメージの理由をしっかり述 分にイメージさせる。
べさせる。）

【学習プリント】

これは何のどんな様子を表しているだろう。
■動物の様子をイメージしよう

○わすれられたひとかたまりの毛糸（松谷みよ子『黒ねこ四代』より） ○ペアから出た解釈を短冊状の紙に書
■植物の様子をイメージしよう かせ、黒板に掲示。イメージの具体性

○長いこと床屋に行かない頭（小谷丹『枯葉』より） にバリエーションがあることに気付か
■人の様子を表す言葉で花を形容すると… せるよう全体でペアの考えを聞き合

○わずかばかりの花が（ 擬人法 ）雨にぬれていた。（小谷丹『煙』より） う。
○直接表現が可能にすること、比喩表

②全体でイメージしたことを交流し、読者によって解釈に広がりがあることに気付く。 現が可能にすることを考えさせること
③どのような事柄を比喩表現したのか種明かしをしながら、比喩表現と直接表現とを比較 から比喩の効果に迫らせる。

して、比喩表現をすると出てくるよさや効果は何かを箇条書きでまとめる。

第２次 詩の表現 比喩表現から心情を読み取ろう
３時間 【中核教材】新川和江「わたしを束ねないで」 ○心情をイメージしていく上で、詩の

①「わたし」の性別や年齢を叙述をヒントにイメージさせる。 語り手の立場を押さえていくことは大
〈生徒の発言より〉 切であるが、意外に見落としがちなと

・「娘という名 母という名 妻という名」とあるから４０～５０代ぐらいの女性。娘 ころである。叙述を見つけながら、推
という名ってあるから、自分の両親も生きていて、子どももいてだからうちのお母さ 測ではあるが語り手のイメージを持た
んくらい。 せたい。

・「ぬるい酒」とか出てくるから時々嫌なことがあったりして、酒を飲んで愚痴ったり
とかもする？そういう人って、ほら４５才くらいとか。女の人生一通りくぐり抜けて
きたけど、ちょっと立ち止まって自分を振り返るっていうか。そういう年齢。

・「座りきりにさせないで」ってあるから、ある程度家庭の中のことを一生懸命やって
きたけど家庭の中だけでつまらないって言うか自分の生き方をしたいって思ってる
人。 ○学習した比喩の種類にも着眼しなが

ら詩を読ませると共に、詩全体の構造
②詩の構造について着目して読み、気付いたことをあげ整理する。 を眺め、心情を伝える表現にめりはり

をつけて際立たせる工夫があることに
【詩の構造】 も気付かせる。
・各連前半に「～しないで」という拒絶を、後半に「～いたい」という願望という内容

配置となっていること。
・各連の書き出しがすべて「～しないで～しないでください」となっており、「こうし ○着目して考えたい言葉を探しながら

たくないなりたくない」という心情の強調となっていること。 読むよう第一連を用い具体的に示す。
・拒絶の心情は主に直喩を、願望の心情を主に隠喩を用いて表現していること。 「束ねる」という言葉の意味。「あら

せいとうの花」「白い葱」は束ねられ
て売られているものであるが、本来な

③解釈文の例を示し、解釈を散文化するときのポイントを示す。 らばもともとどんな状態のモノをそう
しているのか、など。立ち止まり方を

【ポイント】 示す。
①「■■のようにしないで、しないでください」の■■にある状態についてイメージを

ふくらませよう。
②なりたくない自分、なりたい自分は対比的
③比喩に使われている事柄やモノもなぜあえてそれを喩えに用いるのか考えると面白

い。

④好きな連を選択して解釈を散文化するために、解釈をめぐるグループ交流を行う。 ○同じ連を選んだ人同士で３～４人の
【黒板に残したことの例】 グルーピング。関心のある連について、
・トめる 私を止めないで 標本箱の昆虫・絵はがき→「留める」がふさわしいのに 自由にイメージを交わし合う。
・ぬるい酒・日常に薄められた牛乳 ぬるい・日常に薄められた まずさはどこから？ ○机間指導では、話し合いで分かって
・潮 淵のない水 夜の海をイメージしてごらん きたことを途中で聞いてまわりなが
・「ありか」どんな時に使うことば？「○○のありか」 ら、話し合いの中で着目すると良い解
・「りんご」の実にまつわるお話 など 釈が深まる言葉に気付いていなけれ

ば、ヒントとして与えていく。ヒント
としてアドバイスした内容について
は、黒板に残していく。

第３次 交流して広がった解釈を生かして選んだ連を散文化てみよう ○書き上げた作品は、連語ごとに集約
２時間 ①原稿用紙に、自分の選択した連について解釈文を書く。 し、文集をつくる。

（生徒作品資料１）
②文集を読み合い、気に入った鑑賞文を書いた人５名を選んでもらい、その良かった点を ○自分の作品の横にクラス名簿をつけ
コメントシートに書く。 コメントシートに。一人一人に自分の

コメントシートを持たせ交換し合い穴
柄コメント記入させる。

グッと来る解釈文集を読み、仲間の解釈文を参考にして詩全体解釈文をまとめよう。 （生徒作品資料２ ）
③全体解釈文を書く。
・自分が書いた連は、自分の作文を用いる。 ○この学習活動では、他者が書いた作
・そのほかは他の人が書いた作品で、これは心に響く解釈だと思うものを借りて視写する。品を比べ読み、自分の解釈に近いこと

ミックスして良いとこ取りをして完成させてもよい。 を摘読する読書行為が行われる。学習
の締めくくりとして身についた知識と

④学習感想を書く。 読みの技能を活用しながら、最終的な
＜生徒の感想より＞ 鑑賞や批評の読みの力を発揮する場で
●比喩表現を学習して、私は今まではただ読んで終わりでしたが、比喩表現を考えてみて ある。全体解釈文を「書く」のだが「読
新たなイメージする力、発想、考える力が増え、より詩がおもしろく感じられました。あ んでいる」という活動を仕組んだ。
と、比喩表現ってステキだなあと思います。そういうステキな表現を自分の心のままに詩 （生徒作品資料２・３）
に表せるというのは素晴らしいと思いました。詩をもっと好きになりました。
●普通の詩は作者の想い、考えがすぐ分かってしまうのでただ読むだけで終わっていました。けれども比喩表現が入っている詩
はただ読むだけでは分からないので、作者が何を思っているのかどんな気持ちで書いたかを追求して読み取るというおもしろさ
があり、一つ御分からたくさんの心情が読み取れてさまざまな解釈ができてさまざまな考えで読むことができるので、すごいで
す。
●今回の学習で詩を初めておもしろいと思いました。全体解釈文を書いていて、詩だから表現できることや短い単語が深い意味
をのことを表していたりと、とても奥深くて難しかったです。しかし、いろいろな解釈文を読んでみて、一つの詩、連からさま
ざまな思いが伝わってきました。今までは、詩を読んで終わりという感じで深く考えたりしなかったけど、今回の学習で「おー
っ」「なるほど」と思うことがたくさんあって、とても頭を使いました。
●最初比喩表現とはあまりよく分からなくて表現するのが大変でした。しかし、よく読んだり友達と話し合っていくうちに新川
和江さんの気持ちがどんどん見えるようになってきました。みんなの解釈文は表現の仕方も様々で、私ではできない表現の仕方
を他の人たちが生み出していて、読んでいてたのしくなりました。

段階 学習活動 指導上の留意点

第 1次 比喩の効果を考えよう

第 2 次 詩の表現 比喩表現から心情を読み取ろう

第 3 次 か流して広がった解釈を生かして選んだ達を散文化てみよう

グッと来る解釈文集を読み 仲間の僻釈又を蕊：考にして詩全体解釈文をまとめよう^
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■学習活動の実際からの考察

○今回の詩の解釈を散文化する一連の学習活動に
おいて、生徒が発揮した想像力そして創造力は教
師が予想した以上のものがあり、教師が示す解釈
よりももっとずっと生き生きとして詩人の感性に
寄り添うようなところにまで近づいていた。生徒
自身が持つ既有知識、概念、社会的文化背景、生
活経験知などから想像を広げる個人思考の段階、
他者との交流によって想像の促進が図られさらに
自分身の理解を押し広げていく段階、さらに他者
の文章を評価的に読みながら共感的かつよりよい
表現探しをする段階を経て散文化に至る過程が単
元の中に組みこまれている。それぞれの段階にお
いて、自己内対話と他者対話が繰り返し行われる
なかで、生徒が学習をしながら次の学習の地平へ
と向うことができるように言語活動を組んでい
る。細かく見ていけば言語活動は主な言語活動だ
けがそれにあたるのではない。言語活動とは言語
を用いながら思考する過程そのものであり、学習
者が思考する場面では言語を用いて話す・聞く、
書く、読むは細かに設定されている。
○生徒が、自分自身の解釈の枠組みを広げていく
過程に、ヴィゴツキーの言「創造力の力強い高揚
と空想成熟の初期的な萌芽」の姿を実像として捉
えることができる。
○想像や解釈を散文化するという創造の活動を促
進した大きな要因についても、グループにおける
ざっくばらんなトーク形式で自分のイメージを述
べ合い、聞き合う、そして自分が書き上げたもの
を全員分比べ読む活動が非常に有効に機能してい
る。それは生徒の学習感想からも示唆される。
○解釈を散文化する活動はどこか一連を取り上げ
て書くものであるが、全体解釈文を構成させるた
めには、その後、持ち寄った解釈文を文集として
編集し、互いの文章を読み比べたり重ねたりして
読むことによって選ばせるという手法をとってい
る。このことは、詩全体の解釈に向かう学習者の
心理的負担感を軽減し、仲間の発想や想像に興味
を寄せつつ楽しみながら解釈に向かわせることが
できたと共に、詩全体解釈文を構成するために互

いの書いた文章を批判的に読むという評価の活動
ともなり、詩への解釈を深める有効な手立てと
なっている。
○比喩表現があるからこそ深まりや奥深さが醸し
出されるという感想を持たせることができ、詩に
興味を持ってもらったことは幸いだった。他の詩
を読むときの読みの着眼点として、比喩に関心を
持って読む態度の形成につながるものと期待でき
る。「詩は難しくて嫌い」という感覚を払拭でき
ている。

４�．そうぞうにおけるピア・コラボの重要性：指

導方法論的考察

　「そうぞう」過程において，人と関わることも
重要である。内田伸子は次のように指摘する。 *6

　たしかに大人であれば，本で読んだり，映画で観たり，
人から聞いた話も創造の素材にし，経験を豊かにするこ
とはできましょう。しかし，子どもの場合は事情は少し
違います。
 　特に子ども時代の想像の素材となるのは，ただ単に子
どもをとりまく環境なのではなく，自然世界であれ人が
創ったものであり，子どもがそれと創造的な相互作用を
起こすようなものでなくてはなりません。人も子どもの
近くにいればよいのではなく，子どもと実際にやりとり

をしてくれなくてはならないのです。

　内田がいうところの子どもは幼い児童等を指し
ているが、先に述べたように想像することが経験
不足によって、また能力的に課題をかかえている
学習者にとっては、近年言われる他者との関わり
の中において，学びが生み出されるという「社会
構成主義」的な学習観が有効となる。この実践に
おいては，他者である学習者の解釈を読み合う中
において，異なる解釈が自分のコンテクストの中
に組みこまれていく。それは単に，解釈の合致と
いうだけではなく，自己内対話における経験との
照らし合わせ，語句の文脈上での意味決定をし個
別的意味の創造といったプロセスを経て，他者と
の「対話」的関わりを求めることから解釈の選択
を行っている。
　学習過程においてどのようなことが起こってい
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るかについて，学習スタイルとして論じているの
にD.A，コルブがいる。コルブは４つのスタイル
をあげている。*7（フジイ要約整理）

◆情報の知覚（情報をどのように取り入れるか）

・�具体的経験　ある特定の状況に参加すること　　

感情を大切にしながら他の人とかかわっていく

・�抽象概念化　感情よりも，分析・思考・計画な　

どを重視すること

◆処理手続き（情報をどのように内面化するか）

・能動的実験　�情報を得て実際に何かを行うこと

リスクを冒し，人に影響を与える

実践的な事柄へ参加すること

・内省的観察　�実際にやってみることよりも，あ

る情報をもとに考えを深めること

を好む。理解すること，意味を見

いだこと，そして別の観点から情

報を判断することを重視する

◆�知覚と手続きの組み合わせとしての４つの学習　

タイプ

　・タイプ１　具体的経験＋内省的観察

　・タイプ２　抽象概念化＋内省的観察

　・タイプ３　抽象概念化＋能動的実験

　・タイプ４　具体的経験＋能動的実験

　この実践においても，他者と関わる関わり方と
して上記の４つのタイプによる迫り方が想定でき
よう。今回は一人ひとりの学習者に沿ってこうし
た分析を行い得なかったが，思考のプロセスにお
いて、こうした高次精神機能の内面化が起こって
いるであろうことを使って，読者反応分析などに
応用することができるだろう。

5．総括

　本論を総括すると学習者である読者の機能は次
のように発揮される。
○ 読者は，生活的概念を基盤とし，科学的概念に　
よって真の概念化を図るというよりも，文脈と　
いうコンテクストから再び生活的概念を引き戻
し，意味を確立させていくという「そうぞう」
を行っている。
○ 詩といった美的機能を持つテクストにおいて
は，個別的意味の「そうぞう」を行っている。
○ 「そうぞう」における他者との関わりは，内面
化や外との能動的関わりといった過程を生み出
す。

　以上のような点は，従来の研究においても様々
に指摘されてきたことであるが，比喩については，
ヴィゴツキーの示した「創造力の力強い高揚と空
想力の初期的萌芽」においてその意味確定に至る
には，その経路が無数に存在するといえる。経験，
疑似体験，外的情報としてのテクスト，他者のディ
スクール等々。よって実践場面における学習者の
機能は複雑多岐にわたるまさにブラックボックス
に近いともいえよう。
　今後，こうした学習者の内実を明らかにするこ
とから方法論やテクストの有効性も明らかになっ
ていくと考える。
　サン・テグデュペリ『星の王子さま』の中で、
地球に着いた星の王子さまに、きつねが「この世
で一番大切なものは、目に見えないんだよ。」と
話す場面がある。「そうぞう」の重要性を改めて
認識させる一節である。

*1　ヴィゴツキー ,L.S︵1930︶広瀬信雄訳︵2002︶『子どもの創造力と創造』新読書社 p.54
*2　同上 p.75
*3　内田伸子︵1990︶『想像力の発達』サイエンス社 p.45
*4　ヤン・ムカジョフスキー ︵1882︶　平井正・千野栄一訳（1975）『チェコ構造美学論集』せりか書房  p.62
*5　内田伸子︵1999︶『発達心理学』岩波書店 p.160
*6　注５同書 p.24
*7　Kolb,D.A.︵1976︶The Learning Styles Inventory.   McBer&Company　引用は　スーザン・ベンサム︵2006︶
秋田喜代美・中島由恵訳『授業を支える心理学』新曜社 
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学習者全員の解釈文完成形の組み合わせ

・表現能力差は問わず、自分の
解釈により近い蘇釈や、優れた解
釈に自分の解釈を重ね合わせる
傾向がある。

・解釈文完成形に採用する他者
の記述は、表現能力上位群が多
くなる傾向はあるものの、優れた
解釈と学習者が判断するものが
採用される傾向にある。

・下位群の生徒も、自分がよいと
思う解釈文を選択し｀他者の読み
に学び自分なりのコンテクストとし
て作り上げている。またその組み
合わせに同一性は見られない。 ・
よいと思う他者の解釈文を選択し
て組み合わせるということに関す
る他者の模倣はなく、全学習者が
自立して選択を行っている。

・下位群の生徒の中に、自分の
創作した記述に加え、他者の記
述からよいと思う部分を付加し
て、新しく文章を作る者も見られ
る。
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習
感
想

晶
表
現
に
は
｀
人
そ
れ
ぞ
k
違
う
イ
メ
ー
ジ
を
拷
っ
争
が
で

3
て
自
分
在
’
塁
菜
界
を
つ
く
れ
で
素
ぁ
度

2

釈
し
て
汁
る
と
r

統
で
凜
い
な

9
ど
怠
ぽ
た
。
ク
な
の
涛
と
房
で
負
笠
天
逢

tlたと
ら
を
方
が
み
さ
ん
あ
て
お
P
し
召
な

新
川
和
江
『
わ
た
し
を
束
ね
な
い
で
』
全
体
解
釈
文

＇

さ

ん

）

作

と
く
く
り
に
束
ね
た
り
し
な
い
で
。

た
い
の
。
だ
力
ら
、

っ
し
ょ
の
よ
う
な
扱
い
で
、
ひ

て
生
き
続
け
て
い

わ
た
し
を
つ
み
取
っ
て
、
他
の
も
の
と
い

す
く
縛
ら
れ
て
い
る
白
い
葱
み
た
い

し
士
、
私
の
生
命
の
パ
ワ
ー
を
燃
や
し

プ
で
た
や

縛
っ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
わ
た
ーー．

‘
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
テ
ー
・

い
る
、
稲
穂
の
よ
う
に
生
き
て
い
た
い
。
私
は、

あ
ら
せ
い
と
う
の
花
束
み
た
い
に
、
ス
，

ら
す
稲
穂
の
姿
の
よ
う
に
、
生
命
力
に
満
ち
あ

に
束
ね
な
い
で
ほ
し
い
ん
で
す
。
私
は
豊
か
に
実
り
大
地
に
揺
れ
て

の
で
す
。

秋
見
わ
た
す
か
ぎ
り
黄
金
色
に
染
め
、
大
地
や
人
々
に
豊
穣
を
も
た

ふ
れ
、
そ
し
て
し
つ
か
り
地
に
足
を
つ
け
生
き
て
い
る
稲
穂
の
姿
の
よ
う
に
い
た
い




